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また、参考までに日本の援助で整備したポートビラ港ラペタシ埠頭と中国の援助で整

備したルーガンビル港国際埠頭の比較を表 5-6 に示す。  

 

表 5-5 日本援助と中国援助による埠頭の比較  
埠頭名  ポートビラ港ラペタシ埠頭  

（日本援助）  
ルーガンビル港国際埠頭  

（中国援助）  

岸壁  200m 3 6 0 m（延長 7 6 m、再建 1 5 2 m）

水深  12 .3m 20m 

建屋等  事務管理棟  
荷捌き棟  

ワークショップ  
コンテナヤード  
浚渫及び埋立  
荷役機材等  

旅行者用ターミナル  
倉庫 3  

コンテナヤード等  

工期  2015 年 10 月～2017 年 12 月  
（2018 年 2 月引渡式終了）  

2015 年 7 月～2017 年 6 月  
（2017 年 8 月引渡式終了）  

現地雇用  約 300 人以上  約 50 人以上  

荷役業務  I f i ra  Por t s  Deve l opment  Serv i c es  
Co  Ltd  ( IPDS)  

Northern  I s l and  Ste vedor i ng  
Ltd  

( N I S C O L )  

利用実績  貨物  2016  年  
輸入 34 ,251 百万 Vatu  
輸出   1 ,506 百万 Vatu  
合計 35 ,757 百万 Vatu  
（全輸出入の約 79％）  
クルーズ船  2016 年  

132  隻  
（接岸はメイン埠頭）  

貨物  2016 年  
輸入 5 ,722 百万 Vatu  
輸出 3 ,940 百万 Vatu  
合計 9 ,662 百万 Vatu  
（全輸出入の約 21％）  
クルーズ船 2017 年  

25 隻  

借款額  約 95 億円  
（Ⅰ期 49 億円、Ⅱ期 46 億円）  

約 95 億円  

金利  0 .55％、0 .11％  2 .3％  

返済期間  40 年（猶予 10 年）  22 年（猶予 5 年）  

出典：JICA バヌアツ支所  

 

ルーガンビル港の岸壁、ターミナルは中国の借款で建設され、ターミナルは 2018 年

3 月に開業する予定となっている。なお、開業時にはターミナルビル 2 階に OMR、税

関とともに事務所を移転する予定である。  

なお、バヌアツへのクルーズ船の年間寄港（入域）数は約 330 隻あるが、そのうち、

ポートビラ港への寄港が 3 分の 1 程度を占める。ルーガンビル港にもクルーズ船は寄

港するが、近年減少している。多くは、リゾート地の沖合にアンカリングしてテンダー

船で乗下船する。  

バヌアツには、タグボートは日本から供与されたものがポートビラに 1 隻あるのみ

である。湾内に位置し海象条件が比較的穏やかなポートビラよりも外洋に面しているル
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ーガンビルの方が厳しく、海象条件によっては接岸できないこともある。ルーガンビル

港にも 1 隻タグボートを配置してほしいという要望が港湾局サント支部よりあった。

また、岸壁が無く、上陸艇でも接岸できない島もあり、岸壁や埠頭の整備が必要とのこ

とである。さらに、  燃料代、電気代が高いため、そのコスト削減のため、太陽光発電

導入の希望も表明された。  

 

5.2 .4 船員教育  
バ ヌ ア ツ に は 1998 年 に 設 立 さ れ た バ ヌ ア ツ 海 事 大 学 （ Vanuatu Mari t ime  

Co l lege）があり、船員教育を行っている。同カレッジは民間会社が設立したが、現在

は、政府が株主である。政府から年間 4,300 万バヌアツバツ（約 500,000 豪ドル）の

運営補助金が交付されており、2017 年度は対前年比 2,000 豪ドル交付金が増額された。  

部員になるための基礎安全課程（Basic  Safety  Course）の他、4 級、5 級のエンジ

ニア課程、3 級～5 級のマスター課程、能力向上のための短期コース等を開設しており、

年間 400 ～ 700 人の修了生を輩出している。卒業生の中には 100GT の内航船、

3,000GT の船長になった者もいる。  

3 級課程は 2017 年に初めて開設した。しかし、シミュレータ、無線設備等訓練で必

要な設備がないために、一部はフィジー等で実習経験を実施している。3 級コースの固

定化、基盤化（3 年教育）の 2020 年からの開始を目標としている。ただし、これには

年間 150 万円程度コストがかかる。  

2015 年には日本の草の根援助プログラムで消防実習設備が更新された。このほか、

ギリシャや英国の船主から実習に使用可能な船舶、ヨットの提供を受けたり、マレーシ

アからの援助で岸壁の整備を行い、さらに救命艇のダビットをこれから整備する予定で

ある。  

同大学の卒業生は自ら就職先をみつけることになるが、卒業生数に比べ、就職先が不

足しており、就職先確保が課題となっている。卒業生の就職先はバヌアツの内航船がほ

とんどで、外航船員になる者は少ない。外航クルーズ船に就職する卒業生もいるが、船

員としての就職ではなく、賄いスタッフとして採用されているのが現状である。現在、

マレーシアと船員免状の相互承認に向けて調整を開始しており、また、シンガポールの

海事港湾庁とも協議中とのことであった。さらに、船員の訓練と雇用確保のため、シン

ガポールの Swire  Shipping Company とも協議をしているとのことであった。  

また、輩出する船員のレベル、講師のレベル、学校設備の更新、充実させることも課

題である。海事大学としては、今後、図書館、会議室、事務所等からなる 2 階建ての

教育棟（Student  Resource  Centre）を整備したいと考えているが、そのためには約

80 万米ドルの資金が必要とのことであった。この他、新しい航行シミュレータも導入

したいと考えているとのことであった。  
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図 5-14 Vanuatu  Mar i t ime Co l l ege  

   

JICA 草の根ボランティアで援助した消防訓練施設（右）とポンプ室（左）  

   

         機関実習室      ギリシャ（左）、英国（右）から寄贈を受けた船  

   

マレーシアの支援を受けて整備された岸壁と救命艇ダビット（整備中）  
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5.2 .5 海事産業に関する政府の方針、今後の計画等  
＜バヌアツ社会基盤戦略投資計画 2015-24＞  

バヌアツ社会基盤戦略投資計画 2015-24（Vanuatu  Infrastructure  Strateg ic  

Investment  Plan  2015-24、略して VISIP 2015）は、バヌアツ政府の戦略政策企

画 援 助 調 整 局 （ Department  o f  Strateg ic  Po l i cy ,  P lanning and Aid  

Coord inat ion）がインフラ投資促進のための太平洋地域インフラストラクチャー・フ

ァシリティ（Paci f i c  Region  Infrastructure  Faci l i ty、PRIF 1 3 4）による支援を受

けて策定し、2015 年 4 月に閣議で承認されたものである。  

VISIP 2015 は、バヌアツの戦略的インフラ投資の最適な手法を規定している。こ

れらの投資の資金調達および実施方法も示唆し、今後 10 年間に想定される資金調達の

可能性を考慮して、効果的で実用的で持続可能なインフラの制度的な開発を推奨してい

る。VISIP 2015 には、後述する持続可能な国家開発計画（NSDP）との一貫性をも

ち、国が直面する問題に包括的に取り組むため、  経済インフラに加えて社会インフラ

も含まれている。また、他の政府機関の政策や戦略との連携によって、インフラプロジ

ェクトの優先順位を付けることを推奨している。  

VISIP 2015 では、7 つの経済・社会セクターおよびマルチセクターでのプロジェク

ト候補が検討された。このうち、海運分野については表 5-7 の 8 つのプロジェクトが

検討され、そのうち表 5-8 のとおりルーガンビルと国内埠頭の 2 つのプロジェクトが

優先プロジェクトとして選定された。  

 

表 5-6 提案された投資事業の概要（海上輸送関連のみ抜粋）  
事業  
No  

事業名  島  州  推定額  
(V UV  b )  

推定額  
(US$  m)  

開発  
パートナー

Sh1  ルーガンビル国際埠頭リハビリ

と拡張  
Santo  Sanma  5 .000  53 .56  中国輸出入

銀行註 1 )  

Sh2  エファテのフォアリ工業埠頭  E fa te  She fa  3 .267  35 .00  未定  
Sh3  ペナマムのマレクラ国際埠頭  Malekul a  Malampa 6 .000  64 .27  未定  
Sh4  すべての州における国内埠頭  

建設  
 Vanuatu

全土  
1 .620  17 .35  未定  

 >Po i nt  c ross 桟橋と倉庫  Penteco s t  Penama  1 .45   
 >Avunatar i 桟橋と倉庫  Malo  Sanma  1 .45   
 >Narov ro vo 桟橋と倉庫  Maewo  Penama  1 .45   
 >To ak 桟橋と倉庫  Ambrym Malampa  1 .45   
 >Bwatnapni 桟橋と倉庫  Maleku l a  Malampa  1 .45   
 >So uth  West  Bay 桟橋と倉庫  Maleku l a  Malampa  1 .45   
 >So l a -  Mo ta lav a 桟橋と倉庫  Mota lav a  Torba   1 .45   
 >Ng ala 桟橋と倉庫  Ep i  She fa   1 .45   
 >Ravenga 桟橋と倉庫  Tongo a  She fa   1 .45   
 >Anal cauhat 桟橋と倉庫  Ane i ty um Tafe a   1 .45   
 >Di l l i o ns  Bay 桟橋と倉庫  Erro mango Tafe a   1 .45   
 >Haro ld  B ay 桟橋と倉庫  Futuna  Tafe a   1 .45   

                                                 
1 3 4  2 0 0 8 年に援助国から太平洋諸国の被援助国へのインフラ支援改善のための調整を担うために設立さ

れた組織。シドニーにある A D B の太平洋地域リエゾンオフィスの中に事務所がある。  
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事業  
No  

事業名  島  州  推定額  
(V UV  b )  

推定額  
(US$  m)  

開発  
パートナー

Sh5  港湾内航行・係船標識の改善  
註 2）  

 Vanuatu
全土  

0 .094  1 .00  未定  

Sh6  水路測量および海底測量調査  
註 3）  

 Vanuatu
全土  

0 .187  2 .00  未定  

Sh7  サルファーベイ埠頭プロジェク

ト  
Tanna  Tafea  14 .750  158 .01  未定  

Sh8  エファテ及びルガンビルでの  
船台建設  

E fa te ,  
Santo  

She fa ,  
Sanma  

1 .500  16 .07  未定  

 総額    33 .164  355 .26   

註 1）中国輸出入銀行の評価に基づくプロジェクト。  

註 2）主要な港湾 /埠頭のリハビリ事業に組み込まれた港湾航路標識  

註 3）ニュージーランド外務貿易省（NZMFAT）の支援で SOLAS 規定第 V 章第９規則に従い、水

路調査をルーガンビル、シャンペンベイ、ワラ（マレクラ島）、パンギ（ペントコスト島）の

4 カ所で完了。クルーズ船の寄港地であるポートビラとアネイチュムの追加調査が必要。  

出典：VISIP  2015 ,  Tab le  30  

 

表 5-7 VIS IP  2015 で選定された優先投資事業の実施計画（海上輸送関連のみ抜粋）  
事業  
No  

事業名  推定額  
( 10 億 VUV)

実施

年数

2019 2020 2021  2022  2023 2024

Sh1  ルガンビル国際埠頭

リハビリと拡張  
5 .000  6 年 0 .83 0 .83 0 .83  0 .83  0 .83 0 .83

Sh4  すべての州における

国内埠頭の建設  
0 .486  3 年 0 .16 0 .16 0 .16     

出典：VISIP  2015 ,  Tab le  ES- 5  

 

一 方 で 、 近 年 公 表 さ れ た 「 バ ヌ ア ツ 国 家 エ ネ ル ギ ー ロ ー ド マ ッ プ 2013-2020

（Vanuatu National  Energy  Road Map 2013-2020）」を除き、実施機関となる

各省庁レベルでは、インフラのための分野別事業計画を策定していない。インフラの開

発と維持に責任を負う省庁は、分野別計画を策定または更新し、優先投資の焦点を特定

し、VISIP の実行を容易にするための具体的なプロジェクトを文書化する必要がある。

特にインフラ公益事業省（ Ministry  o f  In frastructure  and Publ i c  Uti l i t ies 、

MIPU）と公共事業部（Publ i c  Works  Department、PWD）が担当する 3 つの輸送

サ ブ セ ク タ ー （ 道 路 、 航 空 、 海 上 輸 送 ） は 、 統 合 国 家 運 輸 計 画 （ Integrated 

National  Transportat ion  Plan）の策定の必要性が指摘されている。  

 

＜バヌアツ 2030 国民の計画＞  
バヌアツ政府は、 2016 年から 2030 年まで 15 年間の持続可能な国家開発計画

（ Vanuatu Nat ional  Sustainable  Deve lopment  Program （ VNSDP ） 2016-
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2030 1 3 5 ）、呼称「バヌアツ 2030 、国民の計画（ Vanuatu 2030  The  People ’ s  

Plan）」を 2016 年 11 月に発表した。  

国の最高レベルの政策枠組みの役割を果たす「バヌアツ 2030」は、「安定した、持

続可能で繁栄したバヌアツ（A stable ,  susta inable  and prosperous  Vanuatu）」

を 2030 年までに達成するビジョンとして、文化、伝統的知識、キリスト教の原則を基

に、1980 年のバヌアツ独立後の開発過程の上に築かれている。この計画は、以前の国

家開発計画「 2006-2015 年優先課題と行動計画（Prior i t ies  and  Act ion  Agenda 

2006-2015）」を継承するものであるが、より包括的な方法でモニタリングと評価が

できるよう改善されている。  

「バヌアツ 2030」の開発目標は、「活気に満ちた文化的アイデンティティ」「質の

高い教育」など 6 つの目標で構成される「社会の柱（Socie ty  Pi l lar）」、「食糧と

栄養の確保」「気候変動・自然災害に対する強靭性」など 5 つの目標で構成される

「環境の柱（Environment  Pi l lar）」と「安定した均等な成長」「インフラの改善」

など 4 つの目標で構成される「経済の柱（Economy Pi l lar）」と呼ばれる 3 本の柱

か ら 成 る 。 そ れ ぞ れ の 柱 に は 、 長 期 目 標 （ Goals ） 、 政 策 中 期 目 標 （ Pol i cy  

Object ives）、指標（ Indicators）、短期目標（Targets）、数値化できる目標につ

いては指標（ Indicators）が示されている。  

 

図 5-15 バヌアツ 2030 の開発目標  

 
出典：バヌアツ 2030  

  

                                                 
1 3 5  h t t p s : / / w w w . g o v . v u / e n / p u b l i c a t i o n s / v a n u a t u - 2 0 3 0 / 2 6 - n a t i o n a l - s u s t a i n a b l e -  

d e v e l o p m e n t - p l a n - 2 0 1 6 - t o - 2 0 3 0  
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図 5-16 NSDP のストラクチャー  

 
出典：バヌアツ 2030  

 

海事関連では、主に「経済の柱」の長期目標の一つである「インフラの改善」の中に

おいて、「農村部や都市部での効率的な交通手段への公平で手頃な価格でのアクセスの

提供」、「安全で確実な輸送のための国際条約及び基準への準拠」、「輸送とインフラ

部門の役務提供におけるサービス提供者としての民間セクターと農村地域の発展を促進

する効果的なパートナーシップの確立」などといった 3 項目の政策中期目標が含まれ

ている。  

 

表 5-8 NSDP モニタリングと評価の枠組み（海事関連のみ抜粋）  
経済の柱 長期目標 2：包括的かつ効果的なパートナーシップを通じて、持続可能で維持管理

の行き届いたインフラとサービスの提供  

政策中期目標  指標  短期目標  

ECO 2 .6：農村部や都市部にお

ける効率的な交通手段への公平

で手頃な価格でのアクセスの提

供  

ECO 2 .6 .1 陸上・海上・

航空輸送にアクセスでき

る人口の割合  

2030 年までに 100%達成  

ECO 2 .7：安全で確実な輸送の

ための国際条約及び基準への準

拠  

ECO 2 .7 .1 国際条約及び

基準の遵守を監査するた

めに実施された外部監査

総数  

2030 年までに 100%達成  

ECO 2 .8：輸送インフラ部門の

役務提供におけるサービス提供

者として民間セクターと農村地

域の発展を促進する効果的パー

トナーシップの確立  

ECO 2 .8 .1 地元または地

域に密着した請負業者に

対して発注された調達契

約の割合  

2020 年までに 5％増  
2030 年までに 10％増  

註：VISIP はバヌアツ社会基盤戦略投資計画の略、VNSO はバヌアツ国家統計局の略  

出典：バヌアツ 2030  
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5.3 経済協力  
5 .3 .1 経済協力の現状  

バヌアツへの最大の援助供与国は、南太平洋域内貿易経済協力協定（South Paci f i c  

Regional  Trade  and Economic  Cooperat ion  Agreement）を締結しているオース

トラリア、ニュージーランドである。日本からの援助は、オーストラリア、ニュージー

ランドに続く 3 位となっている。  

 

図 5-17 バヌアツへの ODA 供与額 2015/16 平均値上位 10 カ国・機関（単位：百万米ドル）  

 
出典：OECD 

 

図 5-18 バヌアツへの分野別 ODA 拠出比率 2015/16 平均値（単位：％）  

 
出典：OECD 
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海運分野でもオーストラリア、ニュージーランド、日本、ADB などがインフラ整備

に大きく貢献している。VISIP2015 には現在進行中のインフラプロジェクトが掲載さ

れているが、そのうち海運分野のプロジェクトは、ADB とニュージーランドの支援に

よるバヌアツ島嶼間内航海運支援プログラム（VISSP）と、日本とオーストラリアの

支援によるポートビラ・ラペタシ国際多目的埠頭開発プロジェクトがある。  

 

表 5-9 進行中の海上輸送関連投資事業の概要  
事業  
N o  

事業名  島  州  推定額  
( 1 0 億 V U V )

推定額

( 1 0 0 万

U S ドル )

開発  
パートナー  

期間  

O - S h 1  バヌアツ島嶼間内航

海運支援プログラム

（V IS S P）  

 V a n u a t u 2 . 9 1 3  3 1 . 2 1  N Z M F A T  /  
A D B  

2 0 1 2  -  2 0 1 6

 > > S o u t h  P a r a y  
( V i l a )新埠頭建設  

E f a t e  S h e f a   1 4 . 3 0    

 > > S i m o n s e n  
埠頭リハビリ  

S a n t o  S a n m a  1 0 . 0 0    

 > > L i t z l i t z 埠頭メン

テナンス  
M a l e k u l a  M a l a m p a  0 . 3 6    

 > > L e n a k e l  
埠頭メンテナンス  

T a n n a  T a f e a   0 . 7 6    

 > > P o r t  S a n d w i c h
桟橋建設  

M a l e k u l a  M a l a m p a  1 . 8 5    

 > > L o l o w a i 桟橋建設  A m b a e  P e n a m a  1 . 9 6    

 > > L o l t o n g 桟橋建設 P en t e c o s t  P en a m a  1 . 9 8    

O - S h 2  ポートビラ・ラペタ

シ国際多目的埠頭開

発プロジェクト

（ I M W D P）  

E f a t e  S h e f a  6 . 5 3 6  7 0 . 0 0  Au s t r a l i a n  
A i d  /  J I C A  

2 0 1 2  - 2 0 1 7

 合計    9 . 4 4 8  1 0 1 . 2 1   

註：NZMFAT とは New Zea land  Min i s t ry  o f  Fore i gn  A f fa i r s  and  Trade の略  

 出典：VISIP  2015 ,  Tab le  29  

 

一方、OECD に加盟していないためデータにはあらわれないが、近年、中国の影響

力が大きくなっている。中国は、首相府建物の無償供与、1 ,000 人規模の国際会議場

の整備、大学施設の改修、バヌアツのスポーツ選手 190 人の中国での訓練やコーチの

派遣等、人口 27 万人の国に対して、莫大な支援を行っている。  

ルーガンビルの国際埠頭も中国の援助（約 95 億円）で、全長 360 メートル、水深

20 メートルに改修拡張された。中国の直接支援だけでなく、世界銀行の空港滑走路整

備や ADB の周回道路の整備等も中国企業が落札する等中国の関与は極めて大きい。  
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5.3 .2 日本の経済協力の現状  
日本はバヌアツの主要ドナー国であり、1981 年の同国に対する経済協力の開始以来、

円借款、無償資金協力、技術協力を通じ、同国の開発に大きく寄与している。  

国土が広大な地域に散らばり、国内市場が小さく、国際市場から地理的に遠いなど、

太平洋島嶼国に共通する開発上の困難を抱えている。同国は観光を中心に順調な経済成

長を続けているが、経済インフラ整備の遅れが産業発展や海外投資の阻害要因となると

ともに、低い保健医療水準や公衆衛生の悪化等が問題となっている。  

また、2015 年 3 月に発生したサイクロン・パムにより甚大な被害が出るなど気象・

自然災害が頻発しており、これらの脆弱性の克服が同国の社会・経済発展には不可欠で

ある。  

そのため、経済インフラ整備などの経済成長基盤の強化をはじめとして、基礎的な社

会サービスの向上、環境保全や気候変動対策についても支援を行っている。  

重点分野は他の太平洋諸国と同様で下記の通りである。  

（１）脆弱性の克服：輸出・輸入産業の拡大等を目指した経済インフラへの支援に重点

を置くとともに、地方産業の活性化、感染症対策、保健医療水準の向上及び基礎

学力の改善のための支援。  

（２）環境・気候変動：廃棄物の適切な処理による周辺環境及び公衆衛生の改善や、環

境保全への支援に重点を置くとともに、自然災害や気候変動への対応能力向上の

ための災害対策や気候変動対策についての支援。  

2015 年度までに 95 .43 億円の円借款、133 .40 億円の無償資金協力を実施している。  

 

図 5-19 バヌアツへの日本の援助実績（OECD/DAC 報告基準）  

 
出典：外務省 ODA データブック 2016 年版  

  

0.00 0.00 0.69 1.83 

12.94 

3.64 4.88 3.46 2.72 

2.67 

3.75 
5.26 

9.37 
5.08 

2.75 

0.00
2.00
4.00
6.00
8.00

10.00
12.00
14.00
16.00
18.00
20.00

2011 2012 2013 2014 2015

支
出

純
額

（百
万

米
ド

ル
）

無償資金協力

技術協力

政府貸付

－ 148 －



 

153 
 

表 5-10 2012 年度以降のバヌアツに対する円借款・無償資金協力  
年度  円借款  無償資金協力  

2012 年  49 .45 億円 4 .62 億円

ポートビラ港ラペタシ国際多目

的埠頭整備計画  ( 49 .45 )  
広域防災システム整備計画            ( 3 .00 )

ビラ中央病院改善計画 (国債 1 /3 )        ( 0 .90 )

草の根・人間の安全保障無償 ( 8 件 )     ( 0 .72 )

2013 年  なし  12 .76 億円

 ビラ中央病院改善計画 (国債 2 /3 )    ( 12 .67 )  

 草の根・人間の安全保障無償 ( 1 件 )     ( 0 .09 )

2014 年  なし  0 .98 億円  

 ビラ中央病院改善計画 (国債 3 /3 )        ( 0 .42 )

 草の根・人間の安全保障無償 ( 6 件 )     ( 0 .56 )

2015 年  45 .98 億円 3 .24 億円

ポートビラ港ラペタシ国際多目

的埠頭整備計画 (第二期 )  
( 45 .98 )  

経済社会開発計画             ( 2 .00 )
緊急無償 (太平洋島嶼国におけるサイクロン被

害に対する緊急無償資金協力（WFP 連携 ) )   
( 0 .37 )  

   緊急無償 (太平洋島嶼国におけるサイクロン被

害に対する緊急無償資金協力（ IFRC 連携 ) )  
( 0 .33 )  

   草の根・人間の安全保障無償 ( 4 件 )     ( 0 .53 )

2015 年度

までの累計  
95 .43 億円 133 .4 億円

出典：外務省 ODA データブック 2016 年版  
 

この他、2015 年のサイクロンでエファテ島の周回道路上の橋梁の橋脚が洗掘された

際に緊急援助を行ったが、元々川幅いっぱいの橋梁であり、現在でも時々川が氾濫する

ことがあるため、橋を延長して新設する無償協力の可能性について調査中である。また、

サント島の水力発電所について、過去に無償協力を行ったが、その下流側に新たに水力

発電所を無償供与することも調査中である。  
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5.3 .3 経済協力の可能性  
バヌアツの海事作業は人的資源、能力、船舶や資機材などの設備や装置、法制度など

ハード、ソフトの両面で多くの課題を抱えている。  

ADB の Inter i s land Shipping Program 、 技 術 協 力 の一環 と して Mari t ime  

Regulator  Of f i ce が 2017 年 7 月に設置されたものの、予算、人員が少なく、対応能

力が十分でない。OMR で大学の学士号を有しているものは 5 人しかおらず、検査体制

も人手不足であり、PSC の能力向上のための研修等に派遣する人材の余裕がない状態

にある。  

また、バヌアツに製油所は存在しておらず、国内で使用するために輸入する油は全て

白物油（Diese l  Oi l）であるが、入港する船舶には燃料油に重質油を使用しているも

のもあり、油流出事故時の油防除資機材も有していない。  

加えて、バヌアツは便宜置籍船国となっており、650 隻の外航船がバヌアツ政府と

契約をしている Vanuatu  Mari t ime  Serv ices  L imited（VMSL）社でバヌアツ船籍

として登録されているが、2017 年 6 月にパリ MOU 1 3 6でブラックリスト対象となり、

東京 MOU 1 3 7では「灰色」指定を受けており、適切な法執行が課題となっている。  

その上、2017 年 10 月末に IMO 監査を受け、STCW 条約等各種 IMO の条約の執

行にかかる国内法担保が不十分等複数の指摘を受けており、また、船員免状の相互承認

の際には、相手国から法律等国内体制について事前監査を受けることとなるが、バヌア

ツでは国内法担保が十分整理されていないため、相互承認が出来ない状態となっている。  

以上のことから、海事関連では、次のような経済協力の可能性があると考えられる。  

 

＜海事行政能力向上支援＞  
STCW、MARPOL 等各種 IMO の条約の実行のための責任、権限の所在の明確化等

国内法の整備、船舶検査等それら国内法の着実な執行のための体制構築、人的能力向上

のための技術協力が極めて有効であると考えられる。  

 

＜緊急対策用インフラ（含む緊急時対応船舶）整備支援＞  
バヌアツではグローバル海事遭難安全システム（Global  Mari t ime Distress  and 

Safety  System（GMDSS））が整備されていないため、緊急時には VHF 無線を使

用して通報することになる。しかし、VHF の範囲も限定されており、それを広げるた

めの無線設備の整備が必要となっている 1 3 8。  

ま た 、 緊 急 時 に は 国 家 災 害 管 理 局 （ National  Disaster  Management  Of f i ce  

（ NDMO ） ） に 通 報 を し 、 海 難 事 故 の 場 合 に に は 海 事 局 （ Off i ce  o f  Mari t ime 

Regulator （ OMR ） 、 海 上 警 察 （ Pol i ce  Mari t ime Wing ） も 召 集 さ れ る が 、

NDMO や OMR は対応できる船舶や油防除資機材等の装備を有していない。海上警察

                                                 
1 3 6  ポート・ステート・コントロール ( M O U )への合意に関するパリ覚書、パリ M O U   

h t t p s : / / w o r l d m a r i t i m e n e w s . c o m / a r c h i v e s / 2 2 3 2 6 1 / p a r i s - m o u - m o v e s - p a l a u - a n d - v a n u a t u -
t o - t h e - b l a c k - l i s t /  

1 3 7  アジア太平洋地域における P S C の地域協力に関する合意  
1 3 8  以前は H F が使用されていたが、国営電話会社（N a t i o n a l  T e l e p h o n e  C o m p a n y）の民営化に伴

い H F 基地局が閉鎖され、使用できなくなった。  

－ 150 －



 

155 
 

もオーストラリアから供与された巡視船 1 隻をポートビラに、小型の警備艇 1 隻をル

ーガンビルに配備しているのみである。これでは十分な対応を行うことは不可能であり

1 3 9、2018 年 1 月の船舶の海難発生時には乗客乗員は近くを航行する船舶に救助され

たが海難船舶は放置され、その後沈没する事故が発生した。  

海難事故等緊急時対応の船舶の配備が有益であると考えられる。  

 

＜港湾整備＞  
日本はポートビラのラペタシ国際埠頭の整備の支援が完了したところであるが、港湾

局サント事務所からは、タグボートの供与、太陽光伝統の港湾区域内への設置、ルーガ

ンビル港関連の改修（係留ドルフィンの増設→これにより、岸壁に 2 隻が直接に係留

可能となる。岸壁周辺の護岸整備（現在は、岸壁工事での廃材が放置されており、徐々

に海岸が浸食されつつある状態）の支援の要望があった。  

また、ルーバンビル港からはタグボートの供与、太陽光電灯の港湾域内への設置につ

いても依頼があった。  

 

 

 

                                                 
1 3 9  現状では、大きな事故の際には、ニューカレドニアにある M a r i t i m e  R e s c u e  C o o r d i n a t i o n  

C e n t e r  ( M R C C )が対応している  
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